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三宅島火山のマイクロ波による観測システムと経過報告

Observation System of the Miyake-jima Volcano via Microwaves and Its Tentative Re-
port
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　地震や火山噴火に際して、岩石の破壊が起こっていることが予想される。一方、岩石が破壊する時マイクロ波が発
生する事が、室内実験により確認されている。従って、自然現象の中でこのマイクロ波が発生しており、特に火山活動
によるものは地震と比べ、場所とうまくいけば時間も特定できるので、検出確率が高いと思われる。
　我々は今も活動が盛んな三宅島・雄山に、マイクロ波検出システムを設置し、そのデータを通信回線により収集す

るシステムを構築した。本論文は、この火山観測システムの構成と性能、および得られたデータについて報告する。
　システムではまず、雄山火口岩壁を見通してマイクロ波アンテナを設置し、その出力を低雑音増幅した後、周波数

変換と検波を行う。観測周波数は、300MHz、2GHz、18GHzの各帯域である。火口近くに地震計を併設した．その低く
なった信号をディジタル化して、データ蓄積あるいは伝送に供する。データ回線は、火口から麓までは無線 LAN、麓か
ら東京までは ADSL、を各々用いた。
　観測を始めてから、データ伝送用パソコンが原因不明の故障を起こし、数回データの欠損を生じている。得られた

データを見ると、次のような事が言える。
(1)　 300MHz帯において、数秒間続くパルス状信号が、時折現れる。
(2)　パルス信号の発生と地震計の揺れが、時間的に相関する例もある。
(3)　 2GHz帯においては、強い干渉が見られる。
(4)　 18GHz帯では、パルス状信号は見当たらない。
　今後、観測システムを改善しつつ、データの蓄積を図る。


